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受
講
生
募
集
の
お
知
ら
せ 

 
 

 

 
 

高
知
県
立
文
学
館
で
は
、
常
設
展
や
企
画
展
で
展
示
し
て
い
る
作
家
・
作
品
や
時
期
に
合
わ
せ
、
テ
ー
マ
を
深
く
掘
り
下
げ
る
文
学
マ
イ
ス
タ
ー
講
座
を
開
催
し
ま
す
。 

令
和
七
年
度
は
、「
詩
歌
を
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
界
で
ご
活
躍
の
方
々
に
御
講
義
い
た
だ
き
ま
す
。 

全
回
修
了
し
た
人
に
は
、「
文
学
マ
イ
ス
タ
ー
講
座 

詩
歌
を
学
ぶ
」
認
定
証
の
授
与
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

一 

主 
 

催 
------- 

高
知
県
立
文
学
館 

 

二 

日 
 

時 
-------    

令
和
七
年
五
月
～
令
和
八
年
三
月 

各
月
第
四
土
曜
日 

午
後
二
時
～
三
時
半 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       

※
四
、
八
、
十
二
月
は
休
会 

 

三 

場 
 

所 
------- 

高
知
県
立
文
学
館 

一
階
文
学
館
ホ
ー
ル 

 

 

四 

受
講
定
員 

------- 

八
十
名 

 

 

五 

受 

講 

料 ---- --- 
 

無
料 

 
 

 
 六 

講
座
日
程 

日
程
・
講
師
・
内
容
等
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

●
第 

一 

回
（
令
和
七
年
五
月
二
四
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
容 

「
人
生
は
喜
ば
せ
ご
っ
こ 

や
な
せ
た
か
し
さ
ん
の
言
葉
と
生
涯
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
師 

内
川 

雅
彦
氏
（
高
知
新
聞
社
編
集
局
学
芸
部
） 

 
 
 
 
 
 
 

●
第 

二 

回
（
令
和
七
年
六
月
二
八
日
） 

 

 
 
 
 
 
  

 
 
 

内
容 

「
詩
の
言
葉
を
め
ぐ
る
旅 

～
谷
川
俊
太
郎
氏
と
の
対
話
の
記
憶
か
ら
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
師 

覚 

和
歌
子
氏
（
作
詞
家
／
詩
人
／
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

●
第 

三 

回
（
令
和
七
年
七
月
二
六
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
容 

「
万
葉
集
と
若
者
言
葉 

令
和
版
万
葉
集
「
愛
す
る
よ
り
も
愛
さ
れ
た
い
」
が
で
き
る
ま
で
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
師 

佐
々
木 

良
氏
（
作
家
／
株
式
会
社
万
葉
社
社
長
） 

●
第 

四 

回
（
令
和
七
年
九
月
二
七
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
容 

「
土
佐
の
俳
句
・
そ
の
潮
流
か
ら
学
ぶ
も
の
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
師 

駒
木 

基
克
氏
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
／
高
知
新
聞
俳
壇
選
者
） 

●
第 

五 

回
（
令
和
七
年
十
月
二
五
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
容 

「
若
尾
瀾
水
に
つ
い
て
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
師 

川
島 

禎
子
（
高
知
県
立
文
学
館
主
任
学
芸
員
） 

 
 
 
 
 
 
 

●
第 

六 

回
（
令
和
七
年
十
一
月
二
二
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
容 

「
正
岡
子
規
の
俳
論
と
俳
句
指
導
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
師 

平
岡 

瑛
二
氏
（
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
学
芸
員
） 

 
 
 
 
 
 
 

●
第 

七 

回
（
令
和
八
年
一
月
二
四
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
容 

「
日
本
人
の
心
を
育
ん
だ
漢
詩
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
師 

上
本 

竹
永
氏
（
高
知
県
漢
詩
連
盟
会
長
） 

●
第 

八 

回
（
令
和
八
年
二
月
二
八
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
容 

「
北
見
志
保
子
の
生
涯
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
師 

矢
木 

伸
欣
氏
（
宿
毛
市
立
宿
毛
歴
史
館
館
長
兼
学
芸
係
長
） 

●
第 

九 

回
（
令
和
八
年
三
月
二
八
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
容 

「
大
原
富
枝
と
詩
歌
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
師 

大
石 

美
香
氏
（
本
山
町
立
大
原
富
枝
文
学
館
学
芸
員
） 

 

七 

申
込
方
法------- 

 

左
記
の
受
講
申
込
書
を
提
出
（
郵
送
・
持
参
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）
い
た
だ
く
か
、
電
話
・
メ
ー
ル
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
 

☆
申
込
締
切
：
令
和
七
年
五
月
二
三
日
（
金
）［
当
日
消
印
有
効
］ 

 

※
申
込
先---- 

〒
七
八
〇
ー
〇
八
五
〇 

高
知
市
丸
ノ
内
一―

一―

二
〇 

高
知
県
立
文
学
館
「
令
和
七
年
度 

文
学
マ
イ
ス
タ
ー
講
座
」
係 

ま
で 

（
電
話
）
〇
八
八
・
八
二
二
・
〇
二
三
一 

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
〇
八
八
・
八
七
一
・
七
八
五
七 

（
メ
ー
ル
）bungaku@kochi-bunkazaidan.or.jp 

※
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
文
学
マ
イ
ス
タ
ー
講
座
他
、
文
学
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
の
た
め
に
利
用
し
、
そ
れ
以
外
の
目
的
で
は
使
用
し
ま
せ
ん
。 

  

令
和
七
年
度 

文
学
マ
イ
ス
タ
ー
講
座 

申
込
書 

 

「
令
和
七
年
度 

文
学
マ
イ
ス
タ
ー
講
座
」
受
講
を
申
し
込
み
ま
す
。 

   
 
 
 
 
  

    
  

〈
氏 

名
〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
電
話
（
携
帯
）
番
号
〉 

 

切
り
取
り
線 

※
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
文
学
マ
イ
ス
タ
ー
講
座
他
、
文
学
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
の
た
め
に
利
用
し
、
そ
れ
以
外
の
目
的
で
は
使
用
し
ま
せ
ん
。 

ふ
り
が
な 


